
2020年度コンプライアンス講習会　理解度確認テスト結果

　講習会実施日：2021年2月18日（木）

　回答者数：117名（対象118名）
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Q2.研究費の不正使用を行った

研究者に対する、公的研究費の

配分機関からの措置について、

正しいものをひとつ選べ

回答数

1.不正使用金額が少額な場合は、配分機関からの措置は無い

2.不正使用金額の返還が求められるとともに、不正を行った時点から返還までの期日に応じて加算金が付加される

3.不正使用について私的流用が認められた場合のみ、競争的資金への応募資格制限がある
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Q1.研究費の不正使用について、

正しいものをひとつ選べ

回答数

1.私的流用が認められなければ、研究費の不正使用とは言えない

2.研究の円滑な推進という正当な目的であれば、法令やルールに従わなくても構わない

3.研究費を他の用途へ流出させることは、故意ではなく重大な過失であったとしても、不正使用として見なされる
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Q3.研究費の不正使用が発生

した場合の所属する研究機関

への影響について、正しいもの

をひとつ選べ

回答数

1.不正使用は研究者個人の問題であり、所属する研究機関への影響は全く無い

2.不正使用を行った研究者に対し、厳重注意を行うだけで良い

3.研究機関の信用が失墜するだけでなく、配分機関からの不正使用に係る調査要請など様々なペナルティが発生
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Q5.重複投稿で認められるもの

はどれか、正しいものをすべて選べ

回答数

1.新発見の論文なので同時に2つのジャーナルに投稿した

2.学会でポスター発表したものを論文としてまとめ投稿した

3.内容の異なる論文であれば既発表の図を許可なく用い投稿できる

4.速報で発表した新規感染症について別の国のジャーナルにも投稿した

5.既発表論文と内容が一部重複する論文であることをカバーレターに記載し 投稿した
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Q4.特定不正行為と定義され

ているものはどれか、正しいもの

をすべて選べ

回答数

1.重複投稿 2.盗用 3.改ざん 4.捏造 5.利益相反
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Q6.オーサーシップについて、

正しいのをすべて選べ

回答数

1.ゴースト・オーサーは謝辞に加えても問題ない

2.研究全体を統括する責任はコレスポンディング・オーサーにある

3.実験の手伝いを良くしてくれたので本人のためトップオーサーにした

4.最終原稿の承認を得ていないが慣例的に所属長をラストオーサーに加えた

5.今回の研究には直接関与していないが、実験でいつも指導してくれている先生を著者に加えた



 　  今後研修会で取り上げてほしいテーマ等ございましたら、ご入力ください。

　　

・ ハゲタカジャーナル(ハゲタカ学会)の問題点と見極めるポイントについて

・ 参考になりました。

・ 私がW大学で学位を取りに行ってきたとき、国内で論文化したものを英文にして海外に投稿するのは二重投稿として

厳しく注意されました。「職場の上司の場合、少しでもその研究に関われば協同演者するものだ」と教えられた経験

があります。 また、そうしなかった場合、職場人間関係が悪くなった経験もあります。  

様々論文のオーサージップを熟読すると、99％の論文のシングルオーサーになるはずです。しかしながら実際はそのように

なっていません。研修内容や投稿規定と現実のギャプを感じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021.4.14
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